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ベーブ・ルースとライト兄弟

フェロー 久野 義徳
埼玉大学名誉教授

定年退職して時間もできたので，実家に帰っ
たときに古い思い出の品などを整理した．そこ
で「ぼくのすきな人」という題の小学生のとき
に書いた作文を見つけた．好きな人はライト兄
弟で，以前は大きくなったらベーブ・ルースのよ
うな野球選手になりたいと思っていたが，世の
中のためになる発明をしたライト兄弟のような
人になりたいというような内容だった．子供の
ときは伝記が好きで，ベーブ・ルースやライト
兄弟の伝記を愛読していた覚えがあるので，こ
んな作文を書いたのだろう．ライト兄弟のよう
な大発明はできなかったが，企業と大学でコン
ピュータビジョンやロボットの研究を進めるこ
とができたので，まあ，子供のときの夢に近い
ことはできたといえるかもしれない．
自分の子供のときのことを書いたが，今の子

供はどうなのだろうと思って，将来なりたい職
業についてネットで検索してみた．教育関連の
企業や生命保険会社など多くのところで，この
種の調査を毎年，行っていることが分かった．
調査結果で興味をもったのは，二つの時間軸

上での変化である．一つは，調査時点での小学
生，中学生，高校生という年齢の違いによる変
化である．もう一つは，調査が行われた時代の
違いによる変化である．
前者の変化は予想どおりで，小学生のときは

男子の場合はサッカーや野球選手が上位に来る
が，中学，高校になると，会社員，公務員が上
位に来るというものである．やはり大きくなっ
て現実が分かってくると，実現可能性も考える
ということだろう．
後者については，調査によって違いはあるが，
最近は，YouTuberが上位に入ってきている．も
ちろん，筆者が子供のときには，このような職
業はなかったので，希望しようがない．こうい
う新しく出現してきた職業は別にしても，時代
によって，なりたい職業は変わってきているよ
うだ．この点では，ネットの検索によると第一
生命が 2023年 3月に発表した「大人になったら
なりたいもの」の調査結果 [1]がニュースによく

取り上げられていた．男子は小中高の全てで 3

年連続，会社員が 1位だったということである．
コロナ禍で在宅勤務の会社員の親を身近で見た
からだろうとか，いろいろと議論がされていた．
ただし，筆者が特に興味を持ったのは，ITエ
ンジニア/プログラマが会社員・公務員に交じっ
て上位に入っていたことである．これは，調査結
果の報告の中の第一生命経済研究所の的場康子
主席研究員のコメントにも注目点として挙げら
れていたが，中学生男子と高校生男子では，そ
れぞれ 2位，3位で，女子でも，7位，8位になっ
ている．
子供がなりたい職業として挙げるのは，やは

り，その時代で求められているものだろう．本
誌の読者の多くは，IT関連の職業に就いておら
れる，あるいは学生の方で就こうと考えておら
れるのではないかと思う．皆様は，今の多くの
子供たちのあこがれの職業に関連されているわ
けである．コロナ禍での在宅勤務が会社員の希
望を増やしたという分析もあったが，皆様の活
躍が子供たちの IT関連の職業への興味を増すこ
とにつながることになると思う．特に，最近は
AIが非常に話題になっており，ますます IT関
連が子供のなりたい職業になってくるのではな
いかと思う．日本人のノーベル賞受賞が続いた
2002年と 2018年の第一生命の調査では「学者・
博士」が男子の 1位になったということである
[2]．IT関連分野でも世界をリードする大きな成
果が出せれば，1位になるかもしれない．皆様
の活躍を期待する．
参考文献
[1] 第一生命保険株式会社，“第 34回「大人になった
らなりたいもの」調査結果を発表，” March 2023.

https://www.dai-ichi-life.co.jp/company/news/

pdf/2022 071.pdf

[2] 第一生命保険株式会社，“第 29 回「大人になっ
たらなりたいもの」調査結果を発表，” Jan. 2018.

https://www.dai-ichi-life.co.jp/company/news/

pdf/2017 058.pdf
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研究会インタビュー ソサイエティ人図鑑 No.36

原口 亮さん

所属：兵庫県立大学大学院情報科学研究科教授
分野：医用画像工学,生体シミュレーション,生体医工学, 医

用システム・医用グラフィックス

インタビュー：西尾直樹（聴き綴り本舗 nishio.naoki@gmail.com），編集：佃芳史春

— 研究についてお聞かせ下さい．

主に，医用画像と生体シミュレーションの研
究をしています．特に，心臓不整脈に力を入れ
ています．日本の死因の第 1位はガンですが，第
2位が心疾患．中でも心臓突然死により年間 6万
人，1日約 160人の方がお亡くなりになってい
ます．100年前に日本人研究者が発見したので
すが，心臓にはリズムを刻む刺激伝導系という
システムがあります．心臓には，心房と心室が
あって，実はそれぞれ絶縁されています．ペース
メーカから心房に電気信号が伝わり，房室結節
という 1か所だけを通って，心室に伝わる．する
と，まず心房が興奮して，ギュッと血液を流す．
血液が送られたタイミングを見計らって，今度
は心室がギュッと血液を流す．この繰り返しで全
身に血液が循環します．正常であれば，ペース
メーカ，心房，房室結節，そして心室と電気信
号が流れるのですが，房室結節とは違う，電気
を通す副伝導路が残ると，絶縁しきれず，WPW

症候群という疾患になります．受精してから 40

週までに何らかのエラーがあると，副伝導路が
残るといわれています．しかし不思議なことに，
病気が発症するのは 10 代から．患部を焼いて
絶縁させるカテーテルアブレーションという治

療で根治できるのですが，根治できるがゆえに，
なぜ伝導するのか仕組みが不明でした．そこで，
病理の先生と共同で，心臓の顕微鏡写真を細か
くスライスし，サイバー空間に 3Dで再現．膨
大なパターンをシミュレーションしました．そ
の結果，副伝導路の伝導率が低いと，心房から
心室へ電気信号が流れることが 2021年に分かり
ました．ここから，心臓の筋肉は歳をとるほど
電気が流れなくなり，伝導率が低下，結果，心
房から心室へ電気が流れてしまう，という仮説
を立てました．現在はカテーテルアブレーショ
ンが難しい患者さん向けに，どの薬をどのよう
に，どれくらい処方するといいか研究を深めて
います．
また，心房細動の治療支援も行っています．皆

さんも定期的に検査しましょう．ホルター心電
図検査，心臓超音波検査，最近だとApple Watch

でも確認できます．心室細動は，いわゆるバタッ
と倒れる病気．一方，心房細動は自覚症状がな
いまま血栓ができて，脳梗塞につながります．持
続性心房細動の治療法について，世界中でいろ
いろな提案がなされていまして，私は手術前の
MRI画像をもとに治療戦略を立てる手法を研究
しています．心筋が固くなる線維化がどの程度
心房内に広がっているのかを，MRI画像からサ
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イバー空間に再現します．心臓を可視化するこ
とで，事前にカテーテル手術で焼く部位を検討
することもできますし，治療データが蓄積され
れば，症例ごとのパターンや確率も求められま
す．画像データと生体シミュレーションを連携
することで，ゆくゆくは心房細動の治療支援が
できることを目指しています．

もう一歩踏み込んだ研究としては，心臓デジ
タルツインの開発です．元々は産業界で使われ
ていたコンセプトで，2020年頃から注目を集め
るようになりました．例えば飛行機のエンジン．
小さなセンサをたくさん取り付けて，離陸から
着陸まで 24時間ずっとデータを取るんですね．
すると，地上で点検する際にポイントを絞れる
ことができる．同様に，患者さんのリアルタイ
ムデータをもとに，心臓の形と機能をサイバー
空間に再現する．そうすることで，事前にどん
な手術がいいのか，どんな薬がいいのか，個別
最適な医療を見いだす試みです．今，不足してい
ると感じるのは，詳細な生体計測技術です．最新
の CTでも 1mmを切るほどの細かさしかなく，
心臓の細胞全てを測定して完全な心臓デジタル
ツインを構築するには程遠いです．粗いデータ
から推定する技術で補いながら，生体測定技術
自体の今後の向上にも期待したいです．
研究していてつくづく思うのは，心臓はハー

ドルが高くて，難敵だということです．細胞一つ
一つがたくさん寄り集まって，臓器や人体とい

うシステムが機能しています．心臓デジタルツ
インを目指す上で，必要なデータや計算能力は
決して十分ではありません．ノイズが多く粗い
計測データと限られたメモリ，計算速度のチュー
ニングを駆使して，バランスを取りながら，何
でもやる．画像処理とシミュレーションと可視
化を駆使して，心臓不整脈のメカニズムを掘り
下げていきます．制約がある中で，世界中で自
分しか知らない発見をしたり，生体システムの
ミクロとマクロをつなぐメカニズムのロジック
が通ったときは，研究の面白み・楽しさを感じ
ますね．

— 今に至る経緯について教えて下さい．

中高と吹奏楽に熱中していました．何となく，
ものづくりにも興味はあったのですが，それよ
りも数学や物理，歴史が好きな子供でしたね．
高校生のときに参加した，広中平祐さん主催の
「数理の翼夏季セミナー」が，進路選択のきっか
けでした．全国から高校生が集まって，1週間，
数学に向き合う．ジャグリングで有名な数学者
のピーター・フランクルさんや OBの大学生が
参加していたんですが，そこで出会った京大生
が面白くて，興味を持ちました．当時の京都大
学工学部電気電子工学科は，半導体から原子力
まで，弱電強電，どちらもやっていました．数
学は超人がたくさんいることがよく分かったの
で，工学ならぶっちゃけつぶしもきくんじゃな
いか．そんな思いで，京都大学に進学しました．
幅広く勉強する中で，論理回路の面白さに気付
き，CPUを作りたくて，論理回路のハードウェ
アを作る研究室を志望しました．ですが，配属
先を決めるジャンケンで負けて，定員に空きが
あった画像処理の研究室に配属されることにな
りました．あまりのショックに，その日は御飯
を食べられなかったことを覚えています．いざ
入ってみると，プログラミングで何でもできる
ことが分かり，ソフトウェア開発の面白さと，医

5



【研究会インタビュー (MI)】 情報・システムソサイエティ誌 第 28巻第 4号（通巻 113号）

用画像というテーマにのめり込みました．私が
所属していた研究室は 1970年代から医用画像に
取り組んでいる伝統のある研究室で，そのまま，
大学院でも心臓画像処理を研究しました．
2003年から国立循環器病センターでポスドク．

画像処理の専門家として参加したのですが，シ
ミュレーション担当者がプロジェクトから抜け
たことで，急遽，心臓不整脈シミュレーション
を扱うことになりまして．等価回路を使って心
臓電気現象を模擬するのですが，電気生理学を
一から勉強すると共に，学部時代に苦手意識を
持っていた電気回路を学び直しました．その後
幾つかのプロジェクトに参加することで，心臓
不整脈シミュレーションの研究を深めていくこ
とになります．プロジェクトメンバーも多種多
様で，生理，情報，薬理，臨床，いろんな分野の
専門家に揉まれながら，知識や考え方を吸収し
ました．先にシーズがあって，手元にある技術
で何が解決できるか考える研究者と，先にニー
ズと仮説があって，それをシーズでどう解いて
いくかという現場．異なる価値観・アプローチ
を学べたことは，大きな糧になっています．特
にお世話になったのは，多階層生体機能学とい
う新しい学問領域で，分野の異なる多くの研究
者をリードされていた大阪大学の倉智嘉久先生
です．イオンチャネルの研究で高名な薬理学の
先生ですが，生体をシステムとして俯瞰するビ
ジョンをお持ちで，ディスカッションをしていて
も幅広い分野への豊かな知性を感じました．そ
の後，医用画像分野で多元計算解剖学という多
様性も含めた人体アトラスを作るプロジェクト
にも参画しました．2016年に現在の兵庫県立大
学に籍を移し，冒頭で御紹介した研究に注力し
ています．

— 今後の展望についてお聞かせ下さい．

データとツールの民主化が，急速に進んでい
ますよね．誰もが簡単に公開データセットにア

クセスでき，ハードウェアも高性能化し，ライ
ブラリやリポジトリの活用も盛んです．プログ
ラミング環境が充実したことで，医療従事者が
自分のニーズに基づいて自分でプログラミング
できる世の中になりました．医用画像研究の参
入障壁は確実に下がっています．だからといっ
て医工連携が自然と進むということはないだろ
うなとも感じます．先述のとおり，工学・情報
系研究者と医療従事者，それぞれの価値観が異
なるためです．それぞれが何を大切にしている
のか，多様な価値観を知る機会が必須と考えて
います．また，将来，全人類・全生涯の生体情
報や画像が，クラウドからすぐ取れる時代が到
来します．これまでの人生で受けた医療情報を，
ヘルスケアサービスとして私たちが受益できる．
そんな研究や開発が求められる時期が今なのか
もしれません．

より適切なコミュニケーション技術の開発も
必要と考えています．現時点では，人工知能に画
像データを食わせても，結果しか出てきません．
プロセスがブラックボックスのままです．健康や
医療に対する知識や価値観は，人によって様々．
VRやAR，認知工学とも連携しながら，その人
に合った画像情報の技術を進化させたいですね．
また，心臓を含めた人体デジタルツインについ
ても，研究を深めたい．科学的方法論は，演繹
と帰納・現実世界とサイバー空間の軸で四つに
分類されます．現実世界とサイバー空間との橋
渡しに着目すると，現実世界の事象を，数字の
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羅列や無味乾燥な値に変換して，サイバー空間
に写し取ります．その数字や値から，予見でき
る未来をシミュレーションして，現実世界に戻
す．この現実世界とサイバー空間とをつなぐの
が，画像処理と可視化だと考えています．サイ
バー空間におけるデータ科学的・計算科学的ア
プローチをもとに，現実世界でどう治療したら
いいのか．どういう状態が，一人一人にとって
「健康」といえるのか．適切な画像データが医療
従事者や患者さんに提供されることで，希望が
もてる世界が広がることを期待しています．

— 研究会についてお聞かせ下さい．

MI研（医用画像研究会）は，医用画像全般に
関する研究に広く門戸を開いています．当研究
会ができる前は，地域別，分野別に，小規模な
研究会がバラバラにありました．初代委員長・鳥
脇純一郎先生の「皆で，まとまってやろう！」と
いう設立趣意もあって，1999年に活動をスター
ト．私は，13代目委員長になります．
研究会では，若手研究者や学生を含め，誰も
が気軽にアイデアをシェアし，ディスカッショ
ンできる場づくりを心がけています．通常の学
会ですと，年に 1・2回の開催，申し込み期限も
半年前などがほとんどです．当研究会は，年に
5回開催，申し込みは 2か月前まで，発表時間
は 1人 20～30分，1発表当たり抄録 4ページと，
萌芽的な研究を熱いうちに発表しやすい形式を
とっています．トップレベルの国際学会や英文誌
も目指しつつ，小回りがきく当研究会で，どん
どん最初の一歩を踏み出してほしいですね．合
わせて，国際学会に参加したメンバーには，ホッ
トトピックや最新技術について，年に一度，当
研究会で報告してもらうようにお願いしていま
す．今後の研究コミュニティ育成のためにも，欠
かさず続けていきたいと思います．

— 最後に趣味についてお聞かせ下さい．

ピアノと歴史です．子供が生まれる前は，管
楽器や弦楽器とのアンサンブル，2台ピアノ，合
唱の伴奏などでピアノを演奏していました．ピ
アノが面白いのは，楽譜という画像データに，指
10本の動作情報が記載されていること．演奏者
は，一つ一つの音符に意識を向けて演奏するこ
とはありません．音符群をわさっとつかんで，指
の動作につなげる．ある程度，先読みの要素も
あるでしょう．このあたりの情報処理の仕組み
について興味があります．また，息を合わせる，
という行為にも注目しています．例えば，クラ
シックコンサートで観客同士が生理学的にシン
クロしていることが，直近の研究で分かってき
ました．今は音楽に時間を割けませんが，ピアノ
はいつかまた再開したいですし，運指や息を合
わせる現象の仕組みについても探求したいです．
もう一つの趣味は，歴史です．塩野七生さん

が大好きで，ほぼ全ての本を読みました．残す
は「ローマ人の物語」シリーズで，今，読み進め
ています．イタリアの歴史は，いろんな政体が
実験されていて，非常に興味深いです．君主制，
共和制，帝政．一人一人がたくさん重なり合っ
て，社会全体として，システムを形作る．社会
そのものが生き物のメタファーのように感じま
す．システムが形成されるプロセスを解き明か
す，という意味で，研究と重なる部分が多いの
かもしれませんね．
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ソフトウェアサイエンス研究会の紹介

岡野 浩三
信州大学

1. はじめに
ソフトウェアサイエンス研究専門委員会（SS

研）は，発足以来 30年以上の長い歴史を持ち，
現委員長で 19 代目となる．ソフトウェアを理
解・説明・活用するための理論的基盤となる計算
モデルや計算パラダイムなどはもとより，形式
手法やモデル駆動開発などのソフトウェア開発
論，要求分析，ソフトウェア保守・分析などの
実践的な内容を含む理論から実践までの幅広い
内容を主要研究分野として扱ってきている [1]～
[4]．筆者はほぼ委員長の責を終えるところでも
ある．そこで，この 2年間余りを振り返る形で，
本稿では，SS研の最近の活動状況と発表の傾向
について簡単に紹介する．
2. 活動状況
SS研は，年 4回の研究集会を中心に主要研究
分野に関する発表・討論を通じて研究者・実務
者が互いの知見や着想に対する意見交換を行っ
ている．ソフトウェアに関わる学問分野も多様
化しており，SS研では研究集会の多くを関連領
域を扱う研専と共同開催している．
近年はコロナ禍によりオンライン開催やハイ

ブリッド開催を中心に研究集会を行ってきた．最
近はハイブリッド開催を主とし，現地参加者数
も以前の水準に戻りつつある．2021年度からの
活動状況を簡単に振り返る．
2021年度の研究集会は，第 1回を 7月 8，9日
の日程で知能ソフトウェア工学研究専門委員会
（KBSE研）と情報処理学会ソフトウェア工学研
究会（SE研）との共催・連催でオンライン開催
し，第 2回はディペンダブルコンピューティン

グ研究専門委員会（DC研）との共催で 10月 19

日にオンライン開催，第 3回はシステム数理と
応用研究専門委員会（MSS研）との共催で 2022

年 1月 11，12日に長崎県建設総合会館にてハイ
ブリッド開催としてそれぞれ開催された．第 4

回は 3月 7，8日に再びオンライン開催となった．
2022年度は第 1回を 7月 28～30日に KBSE

研と SE研との共催・連催で北海道自治労会館
で，第 2回は DC研との共催で 10月 25日にコ
ラッセふくしまで，第 3回はMSS研との共催で
2023年 1月 10，11日に大阪市立生涯学習セン
タにて，第 4回は 3月 14，15日に名護市産業
支援センターで，それぞれハイブリッド開催と
なった．

2023年度は第 1回を 7月 20～22日の 3日間
の日程で KBSE研と SE研との共催・連催で北
海道自治労会館で，第 2回は DC研との共催で
10月 11，12日に信州大学で，それぞれハイブ
リッド開催とした．なお，第 3回はMSS研との
共催で 2024年 1月 17，18日に金沢にて，第 4

回は 3月 7，8日に石垣島にて，それぞれハイブ
リッド開催を予定している．

2021年度はコロナ禍に伴う社会情勢を受けて
ハイブリッド開催とオンライン開催の開催判断
を研究会開始前に判断する場面が多かったことが
思い出される．2022年度は安定してハイブリッ
ド開催を行うことができたが，オンライン参加
者の方が多い予想の下，ネットワーク回線を確
保できる会場選びや，オンライン発表・参加用
の必要機材の搬入等で現地会場幹事等の諸氏に
多くの御準備等の作業をして頂いたことを思い
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図 1. 発表のカテゴリー別頻度

出す．この場をお借りして感謝する．2023年度
は，幹事団はもとより，参加者にも種々のノウ
ハウが蓄積されてきたことや，現地参加者の増
大により，ハイブリッド開催の負担は幾分削減
されてきた．
オンライン参加者・発表者のために 2020年度

以前より Slackワークスペースを用意し，Zoom

のチャット機能でなく Slack上で議論してもらう
形式を引き続き活用してきている．研究上の意
見交換が発表者・参加者の出席状態に関わらず
でき，この方式は有効であると判断している．
3. 最近の発表傾向
過去の集計 [2]～[4]にならい，2021年度以降の

発表 117件をカテゴリー別に集計した．結果を
図 1に示す．また，同一発表のタイトルをword-

cloudとした結果を図 2に示す．
カテゴリー分類は [4]と同様としたが幾つか
のカテゴリーを変更している．このように表す
と SE4ML, ML4SEといった機械学習とからん
だ研究がこの数年間で大幅に増加したことが分
かる．また 23年のWordcloudには小さいなが
らも ChatGPTの単語が確認できる．ChatGPT

の活用については，Prompt Engineeringという
新たな技術の出現と，それのソフトウェア工学
への応用方法などの研究分野を創出している．
4. おわりに
本稿執筆時点では 2024年開催の 2研究集会

図 2. タイトルから生成したWordcloud上は 2021～
2022年度 下は 2023年度

を終えていないが，これらの研究集会はより現
地参加者が増え，従前の研究集会の活動に戻っ
てくると予想している．研究集会では単に発表
して終わりではなく，研究セッション間の休憩
時間に行われる議論の続きの方が有用なコミュ
ニケーションになっていることも多いと感じる．
今後はそのような有意義な面を活用できる研究
集会になっていくことを期待したい．
参考文献
[1] 結縁祥治，“ソフトウェアサイエンス研究会の紹
介，”情報・システムソサイエティ誌，vol.19, no.2,

pp.11–12, Aug. 2014.

[2] 緒方和博，“ソフトウェアサイエンス研究会（SS

研）の紹介，” 情報・システムソサイエティ誌，
vol.21, no.3, pp.8–9, Nov. 2016.

[3] 中田明夫，“ソフトウェアサイエンス研究会の紹
介，”情報・システムソサイエティ誌，vol.23, no.4,

pp.10–11, Feb. 2019.

[4] 小林隆志，“ソフトウェアサイエンス研専の紹介，”
情報・システムソサイエティ誌，vol.26, no.2, pp.8–
9, Aug. 2021.
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【フェローからのメッセージ】 情報・システムソサイエティ誌 第 28巻第 4号（通巻 113号）

古くて新しいコンピュータビジョン

フェロー 佐藤 洋一
東京大学

このたび，本学会より「コンピュータビジョン
による物体と人物行動のモデリング」に関する
貢献をお認め頂きフェローの称号を頂いた．御
推薦・評価頂いた先生方をはじめ，これまでコ
ンピュータビジョンの研究に取り組む中で，御
指導頂いた先生・諸先輩方，また共に研究を行っ
た共同研究者の皆様，研究室の同僚・学生の皆
さん全員に対して，この場を借りて深くお礼を
申し上げる．
振り返れば，大学院生として初めてコンピュー

タビジョンという分野に触れて以来，実に 30年
以上，この分野の研究に携わってきている．大
学の講義等で，コンピュータビジョンは人工知
能から派生し，60年以上の歴史を持つ古い分野
であると紹介することがあるのだが，本稿を執
筆するにあたり，自身がその歴史の約半分にわ
たってこの分野に携わってきたことに驚きをもっ
て気付いた．本稿では，この分野に取り組むこ
とになったきっかけから，今回のフェローの称
号授与の対象となった，物体と人物行動のモデ
リングに関する研究の経緯について振り返りつ
つ，最近，この分野の一研究者として思うこと
などについて述べてみたい．
学部での人工現実感研究から海外大学院進学へ
筆者は，東京大学工学部機械工学科に所属し，

1989年に卒論配属された研究で人工現実感・拡
張現実感（まだ Augmented Reality, ARという
言葉が存在する前であったが）を知ることになっ
た．当時は，ビデオカメラから流用したCRT式
のビューファインダと磁気式 3次元姿勢センサ
を組み合わせ，今で言うところの光学的シース
ルー HMDを自作し，壁の裏の配管の可視化な
どの AR システムを構築していた．その中で，
次第に，視覚情報処理を掘り下げて勉強してみ

たいと思うようになり，研究室の先輩方からの
後押しもあって，米国の大学院への進学に挑戦
することにした．その結果，幸運にも Carnegie

Mellon University (CMU)の Doctoral Program

in Roboticsに合格することができ，1990年 9月
にCMUのRobotics Instituteで恩師の池内克史
先生の学生となった．
コンピュータビジョンとの出会いと物体のモデ
リング
池内先生は，明るさ解析に基づく形状推定の研
究で広く知られ，コンピュータビジョンの分野，
特に物理ベースビジョン (Physics-based Vision)

と呼ばれる研究領域の第一人者であった．筆者
も，池内先生の御指導の下，物理ベースビジョ
ンを学び，複数カラー画像からの反射成分分離
と形状推定の研究に取り組み，1993年にニュー
ヨークで開催された国際会議 CVPRにおいて，
初めての英語論文を発表する機会を得た．少し
照明を落とした会場でOHPを使いながら拙い英
語で発表し，それまでは論文で名前を見たこと
しかなかった研究者と直接話すことができたの
は今でもとても良い思い出である．その後，こ
の手法を発展させた実物体の観察に基づく 3次
元物体形状と表面反射特性のモデリングや，複
雑光源分布のモデリングに関する研究に取り組
み成果を得た．観察に基づく物体形状・反射特
性・光源分布のモデリング技術は，その後 Image-

based Modelingと呼ばれ，コンピュータビジョ
ンとコンピュータグラフィックスの分野で広く
定着することとなったが，これら一連の研究を
早い段階で実施し，同領域の確立に多少なりと
も貢献できたのは幸運であった．
人の視線を含む行動のモデリングへ
1997年に Ph.D.を取得した後，少し先に東京
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大学生産技術研究所（生研）に異動されていた
池内先生の研究室にポスドクとして加わり，そ
の後程なくして講師に採用された．生研は講師
以上の教員による独立研究室制を基本としてお
り，新たに研究室を立ち上げるにあたって，物理
ベースビジョンに加えて別の研究テーマも開拓
したいと模索していたとき，卒論研究室の先輩
でもあった小池英樹先生（当時電通大，現東工
大）に声を掛けて頂いたことがきっかけとなり，
実物体とデジタルコンテンツを手で直接操作可
能な拡張デスク型システムなど，コンピュータ
ビジョン技術を活用したインタラクティブシス
テムに関する研究に取り組むようになった．
その後，人を対象としたコンピュータビジョン

について様々なテーマに取り組んできたが，その
中でも重要なものが二つあったように思う．一つ
は人の視線や視覚特性に関する研究であり，そ
の例として，当時大学院生であり現在は同僚で
ある菅野裕介先生らと取り組んだ視覚的顕著性
に基づくアピアランスベース視線推定の研究が
ある．これは，視線推定の主流となっていたモ
デルベースのアプローチではなく，特殊な装置
を必要としない汎用性の高さからアピアランス
ベースの視線推定に挑戦したもので，人の視覚
的注意の引付けに関係する視覚的顕著性を弱い
教師情報として用いるという着想により，事前
キャリブレーションを必要としないアピアラン
スベース視線推定を他に先駆けて実現した．こ
の研究は，その後取り組んだ大量の生成目画像
を用いたモデル学習による不特定人物の視線推
定と合わせて，アピアランスベース視線推定の
分野におけるマイルストーン的な研究となって
いる．
もう一つの重要な研究テーマは，ウェアラブ
ルカメラから得られる自己視点映像を用いた行
動理解である．自己視点映像を対象としたコン
ピュータビジョン技術は一人称視点解析（first-

person visionや egocentric vision）と呼ばれ，筆
者も，同領域の初期から研究を進め，アクショ
ン認識，視線推定，行動予測など様々な手法を

開発してきた．最近では，大規模一人称視点映
像データセット構築に関する国際コンソーシア
ムに参画し活動を進めている．
かつてない速さで変化する流れの中で
筆者が 1993年に初めての英語論文を発表した
ときCVPRは投稿 500件以下，発表 150件程度
の比較的こじんまりした規模の会議であった．そ
れが，2010年代中盤から深層学習へのパラダイ
ムシフトと共に急拡大し続けている．更に，研
究のスピードも加速度的に増しているように思
う．新しいコア技術が開発されると，1年もたた
ないうちに 100件規模で後続の研究が報告され，
ICCV’23では，Best Paper Honorable Mention

の受賞論文が発表時に引用回数が 800を超える
ということも起きた．
筆者は，2019年 4月発行の本誌の巻頭言で「研
究コミュニティのサステイナビリティ」として同
様の趣旨のことを書いた．このときは，さすが
にコンピュータビジョンの研究コミュニティの急
速な拡大はいつまでも続かず，近いうちにピー
クアウトするのではと何となく感じていたのだ
が，実際には減速するどころか，Vision Trans-

former, CLIP, NeRF, Diffusion model, LLM な
どの画期的な技術が次々と開発され，CVPRの
投稿件数も 2019年の 2倍に迫る勢いである．
このような流れの中，過度の競争の中で埋も
れてしまわず，少なからずインパクトを与える
研究をするためには，今まで以上に研究の独創
性が必要だと感じている．自身の取り組みを振
り返ってみても，後々あまり引用されずに終わっ
た論文が多数ある一方で，幸運にも国内外の多
くの研究者から引用され，その後の研究の流れ
に少なからず影響を与えることができた論文は，
このアイデアは面白いとワクワクしながら取り
組んだものが多かったように思う．月並みな言
い方ではあるが，良い研究をするためには，新
しい技術を把握しつつも流行に踊らされず，自
らの興味を信じて心から楽しめる研究テーマを
見つけ出し，粘り強く掘り下げていくことが重
要だということを改めて強く感じている．
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ものづくり現場体験のすすめ

フェロー 安里 彰
富士通

フェロー称号を授与される者は顕著な研究業
績が評価されて推薦されるケースがほとんどと
聞いているが，学術的な業績が乏しい私は過去
に例が少なそうな（調べたわけではないが）「技
術リーダー」というカテゴリーで推薦頂いた．こ
のカテゴリーは主として企業において先端的な
製品開発を推進した者が対象になるとのことで，
筆者が相応しいかはさて置き，もっとこのカテ
ゴリーのフェローが増えてほしいと願っている．
ともあれ，筆者のような者を推薦下さった先生
方，並びに推薦事由となったスーパコンピュー
タ「京」及び「富岳」の開発チームメンバー諸
兄に改めて感謝申し上げたい．
さて何か若い人にメッセージをとのことなの

で，メーカの開発部門に属する技術者の端くれ
として，「ものづくり」について日頃感じている
ことを少し書いてみたいと思う．気軽に読んで
もらえれば幸いである．
大学卒業前後の昔話から始めさせて頂く．学

生時代にあまり勉強熱心でなかった筆者は修士
課程への進学など微塵も考えず，4年生になる
と修士課程の入学試験で苦労している学友たち
を横目に就職活動に励み，高度成長末期という
恵まれた時代背景もあって，さほど苦労するこ
となく富士通の内定を得ることができた．今か
ら 40年も前のことである．
富士通に入社して最初に配属されたのは，富

士通研究所（当時は別会社だった）の計算機シ
ステム研究部門だった．筆者が入社した 1983年
は第一次AIブームの真っただ中で，配属された
研究部では，人工知能向けマシンの研究開発と

いう先端的な香りが大いに漂うテーマに取り組
んでいたが，実態はそんな格好いい響きとは程
遠い泥臭い職場で，先輩たちが毎日忙しく走り
回っていた．限られた人数でソフトからハード
までシステムの全てをカバーしなければならな
いため，右も左も分からない新人の筆者も LISP

処理系開発，仮想記憶システム開発から始まっ
て，並列推論マシンのCPU設計まで，計算機に
関する一通りの仕事をやらされた（このことは，
素人もどきの筆者が曲がりなりにも計算機シス
テムを全体的に理解するのに非常に役立った）．
とはいえ，作っていたのはあくまで研究用途の
試作システムで，多少の不具合があっても性能
評価に耐える品質に到達すれば良し，それ以上
の信頼性とか耐故障性のような要件までは求め
られなかった．
このように会社生活の前半は，メーカ勤務と
はいえ製品としての「ものづくり」とは無縁な
日々を送っていた．そんな筆者に大きな転機が
訪れたのは 2007年のことである．ペタスケール
コンピュータ（後の「京」コンピュータ）の開発
が正式に決まり，研究所を含む多彩な部門から
人材が集められ，富士通社内に新しい組織が立
ち上がった．そして筆者もその一員として，富
士通研究所から富士通本体に異動となり，何を
間違ったか「京」の主要部品の一つ，Tofuイン
タコネクト制御用 LSIの開発責任者を命じられ，
初めて本格的に「ものづくり」に携わることに
なった．
商用 LSI開発の仕事を始めてみると，研究所
時代に簡単なプロセッサの設計から試験まで一
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通り経験して得ていた知識ごときはまるで通用
せず，周囲の人々に教えを乞いながら一から勉
強しなければならなかった．以来 10年余り，「京」
に続いて「富岳」のプロジェクトでも開発現場
に近いところで仕事をして，ようやく「ものづ
くり」の何たるかが分かりかけてきた気がする．
言葉にするのは難しいところもあるが，この場
を借りて筆者が考えるところの研究用試作とは
異なる「ものづくり」についてつづってみたい
と思う．
まずは研究用 LSIと商用 LSIの違いについて

書いてみる．プロセッサやコントローラなどの
LSIの本来の機能，例えばプロセッサなら命令
実行やメモリアクセスの制御，コントローラな
らパケット送受信の制御などを実現するための
回路を「表の回路」と呼び，それ以外の目的で
実装されている回路を「裏の回路」と呼ぶなら，
筆者が考えるところの研究用 LSIと商用 LSIの
最大の違いは「裏の回路」の量やバリエーショ
ンにある．「裏の回路」とは，研究用 LSIにはほ
とんど含まれない，デバッグサポート機能，耐
故障機能（冗長化，エラー訂正，リトライ機能
など），障害発生時のワークアラウンド機能（障
害箇所を回避して動作する機能）などを目的に
チップ内に搭載された回路群を指す．そして商
用 LSIにはこういった回路がこれでもかという
感じで仕込まれている．これらを目の当たりに
したときはある種のカルチャーショックを覚え
たものである（なお，表の～，裏の～という呼
称は筆者が勝手に呼んでいるだけで，全く一般
的なものではない）．
例えばデバッグサポート回路についてもう少
し詳しく書いてみる．当然ながら商用 LSIはお
客様に迷惑をかけないようにデバッグを徹底し，
バグが限りなくゼロに近い状態まで品質を高め
た上で出荷しなければならない．しかしそれは
言うほど容易な作業ではなく，網羅的なテスト

を行ってバグによる障害の発生を捉え，原因を
追求し，回路の誤りを特定し修正するという高
度に専門的なプロセスを，バグが尽きるまで何
回も繰り返し行う必要がある．そこで活躍する
のが「裏の回路」である．企業秘密に関わるの
で詳細を述べることは控えるが，「裏の回路」に
よってもたらされる情報を手掛かりに技術者が
バグを追い込んでいく過程は感動的で，正にノ
ウハウのかたまり，「ものづくり」の神髄といえ
る．このあたり，富士通以外のベンダ各社にも
それぞれに門外不出のノウハウが存在している
はずである．
もう一つ「ものづくり」観点で忘れてならな

いのが品質保証部門の存在である．この組織は
製品の品質を評価し最終的な出荷可否を判断す
る権限を持つ，開発部門とは独立な部門で，国
家プロジェクトであろうと，重要顧客向け特注
製品であろうと，ここが首を縦に振らない限り
製品を出荷することはできない．言ってみれば
我々開発部門にとって目の上のたん瘤のような
組織であるが，この関門をクリアすることでお
客様に信頼頂ける製品を提供できているのもま
た事実である．「京」の部品開発責任者として，
筆者も品質保証部門とのバトルには大いに苦労
させられたが，今にして思えばこれもまた「も
のづくり」の醍醐味であった．
以上，紙面が限られておりかつ内容的に機微

に触れる面もあるため，少々舌足らずになった
感は否めないが，「ものづくり」の現場には試作
研究では得られないエッセンスがあふれている
ことを読者諸氏に感じてもらえたら幸いである．
そして若い研究者の皆さんに，短期間でも良い
から，是非とも「ものづくり」を経験してもら
いたいと強く願う次第である．
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現実を見ること

フェロー 坂野 鋭
島根大学

いや，それは当たりまえでしょ，といわれる
方も多いかもしれない．何をするにせよ，現実
を踏まえたアクションを起こさなくてはうまく
いかない．
ところが，現状を見ると，どうもそうではな

いと言わざるを得ない現象を観測することがま
まある．
ちょっと昔話っぽくなるが，僕の昔の仕事を

振り返って，現実を見ることの重要性を確認し
てみたい．なお，紹介する仕事そのものは現代
的には意味を失っているものだが，現実を見る
ことが重要であることを示すメッセージとして
は今も生きていると思う．
さて，僕が社会人として企業に就職した最初の

職場は光学的文字読み取り装置（Optical Char-

acter Reader, 以下，OCR）の開発部門だった．
その中で新人が経験する仕事として誤読パター
ン解析があった．当時の OCRは発見的に作ら
れた特徴抽出系，つまり今でいう Hand crafted

featureと統計に基づく識別系で構成されていた．
今の深層学習ほどではないが識別過程を目で見
ることができないという意味で，現実が見えな
い状況だった．
誤読パターン解析はOCRが誤った結果を返し

た文字パターンを解析し，原因を明確化するこ
とだった．これは確かに勉強になると思い，僕
も一所懸命に取り組んだ．
確かに形状がおかしいので誤読となっている

文字パターンはたくさんあった．しかし，それ
以上に，形状は正常なのに誤認識されている文
字がたくさんある．
当時のOCRでは，特徴空間に文字種毎の標準

パターンを用意し，入力パターンに最も似てい
ると判定された標準パターンの属する文字種を
認識結果として出力する．つまり，この標準パ
ターンを文字画像の形で比較することができな
ければ，誤認識の原因など，いくら誤読パター
ンを眺めても分かるわけがないのだった．
そんなこんなで僕は特徴ベクトルから文字画
像を再構成するという研究に手を染め，何とか実
現できた [1]．このときにはたくさんの誤認識原
因が明らかになったのだが，この論文の後の研究
は，人事異動により公開されることはなかった．
論文に書かなかった最も重要な知見は，認識
率の高い特徴抽出系ほど画像再構成が正確に行
われるということだった．つまり，当時のOCR

の特徴抽出系は文字らしさを抽出し，個人性を
消しているなどと言われていたが，全く間違い
だったのである．
上記は特徴抽出系の設計思想であり，実現して
いることではなかった．特徴の情報量ではなく，
画像データの記述方法が本質だったのである．
さて，これは昔話だが，今の僕らも現実を見
ないで，あるいは誤解した行動をしていないだ
ろうか？ 例えば政府の統計では結婚しない男
性は 15年ほど寿命が縮むことが明らかになって
いるが，結婚しない男性は多いようである．
この春，フェローの称号を頂けるという有り
難いことがあった．これを機会に自分の行動も
見直してみたいものである．
参考文献
[1] 坂野 鋭，木田博巳，武川直樹，“遺伝的アルゴ
リズムによる文字識別系の解析，” 信学論 (D-II)，
vol.J80-D-II, no.7, pp.1687–1694, July 1997.
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国際会議CANDAR2023開催報告

中野 浩嗣
広島大学

藤田 聡
広島大学

鯉渕 道紘
国立情報学研究所

CANDAR (International Symposium on Com-

puting and Networking，http://is-candar.org/)

は，コンピューティングとネットワーキングに
関する幅広い分野を扱う国際会議であり，2013

年に第 1 回を松山市で開催して以降，毎年 11

月下旬頃に日本国内で開催している．論文集は
IEEEから出版され，IEEEのデジタルライブラ
リに収録されている．2023年の第 11回は 11月
29日～12月 1日の 3日間の松江市のくにびき
メッセ（島根県立産業交流会館）で開催した．
メインシンポジウムは四つのトラック (Algo-

rithms and Applications, Computer Systems and

Networks, Artificial Intelligence and Software

Engineering, Information and Computer Secu-

rity)から構成され，合計 78件の投稿があり，PC
メンバーによる査読の結果，9件が Long Paper，
20件が Regular Paperとして採択された．採択
率は 37%であり，質の高い論文が選ばれた．ま
た，併設の八つのワークショップがあり，これら
を含めて合計 109件の発表があった．Zoomを
用いたリモートプレゼンテーションもあり，現
地での参加者は約 160名，オンラインを含めた
参加者は合計約 230名であった．
基調講演，ワークショップ基調講演として，次
の 5件の講演を企画した．

• Quantum Computer Simulators and Quan-

tum Applications in the NISQ Era (Akihiro

Tabuchi, Fujitsu Ltd.)

• Contribution of FPGA to Quantum Comput-

ing (Hideharu Amano, Keio University)

• Photonic Approximate Communication High-

lighting Ultimate Nature of Light (Michihiro

Koibuchi, National Institute of Informatics)

• AReality Check on Self-Stabilization (Sébastien

Tixeuil, Sorbonne University)

• Wireless Chiplets-Based Shape-Changeable

Computer System for Sustainable Comput-

ing (Junichiro Kadomoto, The University of

Tokyo)

また，メインシンポジウム全体で質の高い論文
1件を CANDAR Best Paper，これらに次いで
評価の高い論文 4 件を CANDAR Outstanding

Paperとして表彰した．更に，各ワークショップ
で優れた論文を 1件ずつと，全体で優れたポス
ター発表の 1件を表彰した．
2024年の CANDARは 11月 26日（火）～29

日（金）に那覇市のてぃるる（沖縄県男女共同
参画センター）で開催する予定である．メイン
シンポジウムの投稿締め切りは 7月中旬を予定
している．
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Author’s Toolkit 
Writing Better Technical Papers 

Ron Read 
Human Global Communications Co., Ltd. 

(formerly Kurdyla and Associates) 
 

In technical writing, comparing different 
things, actions, or qualities is a common task. To 
compare clearly and correctly, you need to 
understand what you are actually comparing. 

Comparing with Precision 
Most comparisons made in a technical paper 

are fairly straightforward, easy to write and easy 
to understand: 

 The synthesized material is several times 
more conductive than base metals. 

 Automatic categorization performed only 
slightly faster than the conventional method. 

However, sometimes we’re not directly 
comparing things but some attribute of those 
things, which requires special expressions: 

 The temperature dependence of our method 
is 23% lower than the conventional method. 

 The temperature dependence of our method 
is 23% lower than that of the conventional 
method. 

It’s easy to see the problem with the first 
example: We are not comparing “temperature 
dependence” with a “method.” In the second 
example, we properly use the pronoun “that” to 
represent “temperature dependence” while also 
keeping the expression non-repetitive. 

This handy writing tool for comparisons also 
has a plural version: 

 User surveys conducted in summer have a 
higher response rate than those in winter. 

In some cases, writers use “than that of” 
incorrectly, or at least unnecessarily: 

 The problem of delayed activation, in some 
cases, is worse than that of failed activation. 

This is a subtle distinction, but in this context, 
we know that “failed activation” is itself a 
problem, so saying “the problem of failed 
activation” is logically possible but in a real-
world sense clearly redundant. We just mean: 

 The problem of delayed activation, in some 
cases, is worse than failed activation. 

This revision is clearly a “problem-to-problem” 
comparison, and the sentence has more impact. 
But if you want to avoid such subtleties, you can 
of course just recast the sentence: 

 In some cases, a delayed activation is a more 
serious problem than a failed activation. 

When you have a long series of attribute 
comparisons, such as reporting results, it’s 
usually acceptable to neglect the verbal 
references to the attributes after the precise 
comparison has been once established: 

 Most noticeably, the frog cue had a 33.4% 
higher recognition accuracy than that of the 
bird cue; furthermore, snake was higher than 
mouse, dog was higher than kangaroo, and 
cat was the second-highest visual cue. 

When making a comparison, always keep in 
mind what is being compared to what. 

Don’t Use Ghost Numbers 
In your paper’s Discussion or Conclusion, it’s 

often useful to focus on a limited number of 
findings, advantages, problems, etc.: 

 Our experimental results identified three key 
advantages to our method. First… 

A problem may arise when you get to that 
second advantage: 

± Second, our method was able to… 
This may be fine if it comes only a few 

sentences after the first advantage. But I’ve seen 
many cases where it’s written a large paragraph 
or more away. In this case, readers are likely to 
forget what “Second” refers to. Remind them: 

 As its second advantage, our method was… 
Need a pitch presentation seminar or coaching? 

For details: read@athuman.com 
Mini Quiz: What’s Wrong? 

1) Thus, we identified that agents may also be… 
2) Thus, we knew that agents may also be… 
3) Thus, we found that agents may also be… 
(Answers: 1) & 2) NG, odd-sounding before a 
clause expressing a discovery; 3) OK, natural) 

16



情報・システムソサイエティ誌 第 28巻第 4号（通巻 113号） 【ISS組織図など】

令和 5年度 情報・システムソサイエティ組織図および運営委員会構成（敬称略）
（注：令和 5年 6月現在）
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  junichiro.yoshimoto@fujita-hu.ac.jp  

    kaneko@c.titech.ac.jp  
     mura@neptune.kanazawa-it.ac.jp  

  kobayashi@cs.tsukuba.ac.jp  
    fsugaya@mindword.jp  

  matsui-t@waseda.jp  
  NEC monden@nec.com  

     shinot@ict.e.titech.ac.jp  
     NTT ryoichi.hayashi@ntt.com  
     kanbara@is.naist.jp  

  otsuka@ic.kanagawa-it.ac.jp  
  yukihiro-tsuboshita@ks.kyorin-u.ac.jp  
  hioki.hirohisa.2x@kyoto-u.ac.jp  

    NEC g-nakano@nec.com  
   kondo@ccm.media.kyoto-u.ac.jp  
  kawashima@gsis.u-hyogo.ac.jp  

 
 

 
 

ME MBE    tomokoy@people.kobe-u.ac.jp  
LOIS   NTT  shinichirou.eitoku@ntt.com  

IE      kameda@sophia.ac.jp  
NLC    Sansan ka.takahashi@sansan.com  

CPSY     mutsu@rins.ryukoku.ac.jp  
COMP     nakashima.yuto.003@m.kyushu-u.ac.jp
AI     yuiko@fujitsu.com  

SS     ogata@cs.shinshu-u.ac.jp  
DE      otsuka@ic.kanagawa-it.ac.jp  

PRMU    shogo.kitamura.hb@hitachi.com  
DC    kaneko@c.titech.ac.jp  

NC    NTT naotoshi.abekawa@ntt.com  
KBSE    t.kitamura@aist.go.jp  

SP      t.koriyama@ieee.org  
ET      ura.kazuhiro.xe@ehime-u.ac.jp  
MI      morooka@cs.kumamoto-u.ac.jp  

SWIM   saotome@hosei.ac.jp  
RECONF   kobayashi@cs.tsukuba.ac.jp  

IBISML    NEC i-shinji@nec.com  
EMM   hioki.hirohisa.2x@kyoto-u.ac.jp  

CNR    t.sawabe@is.naist.jp  
SC    ta_nakaguchi@kcg.ac.jp  

 
CW     mura@neptune.kanazawa-it.ac.jp  

SUSC    uehara@toyo.jp  

編集後記 ▼年末年始を挟んだ多忙な中，多くの方々の御協力を得て無事発行することができ，大変嬉しく
思います．初めての担当で右も左も分からないところからでしたが，著者の皆様，編集幹事団，編集委員の
皆様には多大なる御支援を頂き，心より感謝申し上げます．（主担当 中口）▼著者の皆様をはじめ，本誌の
発行に関わって頂いた方々にお礼申し上げます．今回のような編集作業は慣れない作業でしたが，非常に良
い経験となりました．多くの方々に楽しんで読んで頂ければ嬉しく思います．（副担当 中島）
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